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　　　　　　　　　　　　　　無機廃液部門の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部門長　　高　橋　照　男
　無機廃液部門は最近まで特殊廃水処理施設と呼ばれていた。本施設は岡山大学における研究
実験等によって生じた無機系廃液（重金属及びひ素廃液，シアン廃液等）中の有害物質を分解
又は固体として液中から分離する処理装置を主体としている。施設の導入時期，機種，管理運
営の方法等は岡山大学における大気汚染・水質汚濁・騒音等．の公害防止に関する対策を審議す
る公害防止対策委員会（昭和46年に発足）において早くから検討されてきた。このため全国の
大学の中でも比較的早い昭和49年度に予算が認められ，昭和50年2月には着工，同年5月半は
竣工を見た。
　何分にも大学におけるこの種の研究室廃液の処理に関してはまだ実積に乏しい頃であったた
め，処理方法，処理装置の形式等の選定には資料が充分でなかったが，検討の結果当時九州大
学に設置された三西開発㈱の凝集沈殿方式が採用された。
　またこの種の全学的な廃水処理施設の管理運営は前例が少ないだけに論議を呼び，慎重な検
討がなされた。竣工後の昭和50年9月に本施設の暫定措置要項，同年11月に運営委員会要項，
翌51年1．月に処理要項の制定を見，一応学内規則が整備され，2月に初めて学内の廃液処理を
三吟開発㈱に委託して行った。
　また昭和51年9月には特殊廃水処理施設規程，特殊廃水処理施設運営委員会規定が制定され，
前記暫定措置要項，運営委員会要項は廃止された。ここに初めて学内の無機系廃液の処理は日
常化されることになった。
　なお昭和52年3月には有機廃液処理施設が竣工し，これに伴い昭和53年7月に現行のほとん
どすべての諸規程が制定され，名称も岡山大学環境管理施設・無機廃液部門と改められた。さ
らに昭和54年当初から施設職員による無機系廃液の処理実験が繰返され．同年7月には「利
用の手引き」を作製，関係者に配布した。また有機系廃液の場合と同様廃液は排出者自身の責
任において処理するという基本的な立場から技術指導員制を導入し，昨今どうにか待望の自営
化が行われる運びとなった。
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る。さらに小試験で作業手順検討後，反応槽・熟
成槽で処理を行う。処理後ろ過を行い，ろ液は砂
ろ過，活性炭吸着を行い処理水槽に暫時貯留する。
水質分析の結果適否を確認して排水する。一方ろ
過後のスラッジは必要に応じて乾燥し袋詰めとし
て保管する。
　以上のような経緯を経て無機廃液部門は今日に
至っている。施設職員にとってもまだ不慣れな仕
事であるが，全学の関係者が利用しやすい施設と
なるよう今後とも検討を加え，充実して行きたい。
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